開放系の揺ぎと局所平衡の仮定(「強い相互作用をもつ体系の統計力学的研究」総合班研究会報告) by 蔵本, 由紀
Title開放系の揺ぎと局所平衡の仮定(「強い相互作用をもつ体系の統計力学的研究」総合班研究会報告)
Author(s)蔵本, 由紀




























アインシュタイン公式の成立をもたらす. (21上記のス トカスティック模型は不 等 式
r/pf <jt< ､/′雪 7 ㌔ が満足されるときのみ自己予盾を含まない模型になりうるo
ここに, r-着目する化学気体の分子間平均距軌 Pf- 同じく平均自由距離, Tl-
reactive(orinelastic)collisionに関する平均 自由時間, T2- elastic
collisior)に関する平均月由時間 . 1
上の条件がみたされるとき,局所的にス トカスティック模型を採用してよいような半





北大理 大 野 鑑 子
1.電場揺動のモデル方程式と電場相関
プラズマ中の原子スペクト/レの Stark 巾は電場 とその揺動によって生じる｡原子か
らの反作用を無視するならば,空間固定点における電場の時間変化が判れば線形が求め




I.I-= 5､花 ∇k(∇kO+㌻cX ,･ ダ･C-
を老えるo これは f (k)- ､e-Ck%を固有値 0の固有関数として持っ他, i--0 ∩
-‡ gc2n･ n-1,2･.･- ･ および〟n--‡ グC2 rn･‡), 幣 1,2･
を固有値 として持ちどちらの固有関数 も x- ck3/2を変数とするLagueTreの陪
多項式によって泰わされる｡ モデル電場の時間相関々数は
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という形になる｡
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